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江原　由美子　氏からひとこと
「参加者の拡大に向けて」
基本法施行以来、自治体その他多くの機関で、男女共同参画社会に向けた研修や啓発講座を開
催している。そうした講座の多くは今、これまでこうした問題に関心を持たなかったような人々
の参加の増大を期待している。確かに実効性のある施策の計画や実施のためには、少数の意識が
高い人々の力だけでは難しい。研修や講座の意義が、この問題の重要性を理解してくれる人々を
少しでも増やすことに求められるとするならば、従来の無関心層の参加こそ焦点になるのも理解
できる。その意味では「男女共同参画社会の形成に向けた学習」という事業の最大の課題の一つ
は「裾野の拡大」ということであると言っても良いだろう。
しかしこの領域における「裾野の拡大」という課題には、固有の難しさがある。つまり、もと
もと従来の研修や啓発講座に対して関心をもたなかった層に関心を持ってもらおうとするのだか
ら、従来と同じでは到底無理、つまりこれまでとは異なる工夫が当然求められることになる。ど
んなに良い事業を組んでも「関心を持ってもらえなければ元も子もない」のである。しかし、他
方において「関心を持ってもらえるならばなにをしても良い」というわけではない。イベントと
抱き合わせなどの小手先の工夫は動員人数を増やすことになっても「裾野の拡大」にはつながら
ない。ここはやはり正攻法でいくしかない。
しかし問題はこの先にある。これまで関心を持たなかった人々の中には、関心を持つ必要がな
かった人々、すなわち従来の性差別的社会の中でむしろ利益を享受してきた層の人々も含まれて
いる。このことをどう考えるか。性差別的社会の中で利益を享受してきた層に関心を持ってもら
えるように「工夫」する必要などあるのだろうかという問いが生まれても当然だろう。「裾野の
拡大」という課題の最も大きな困難は、このように、これまであまり関心を持たなかった人々の
関心に合わせて主題を設定しようとすること自体が、従来から関心を持ってきた人々の意識との
間に大きなきしみを生じさせがちであるという、このことにある。「裾野の拡大」をねらって事
業を行うことが、意識の高い人々からの愛想尽かしを招きかねない状況すらあるのである。
しかしたとえそうだとしても「裾野の拡大」は必要である。事業の意義について、市民や参加
者を交えて開かれた場においてこれまで以上に議論することが必要になるだろう。
プロフィール
東京都立大学教授（人文学部）
（「国立女性教育会館研究紀要」紀要委員）
社会学
「自己決定とジェンダー」岩波書店
「ジェンダー秩序」勁草書房
「フェミニズムのパラドックス」勁草書房　外多数
平成14年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』について
－3－
事業予告・募集
10月3日∫から14日∑の12日間、「国際女性情報処理研修」を開催します。この研修は昨
年から実施しており、今回で2回目にあたります。アジア太平洋地域の（日本を含む。）行政、
NGOから30名の研修生が参加の予定です。研修内容はWebページの作成を中心とした情報
処理研修と共に、女性情報の課題についてのワークショップを含みます。
教師のための男女平等教育セミナー
7月30日∏～8月１日∫の2泊3日の日程で、「教師
のための男女平等教育セミナー」（主題「学校教育の中
のジェンダー －隠れたカリキュラムを考える－」）を
開催します。
内容は、教育委員会等の指導主事、幼・小・中・高
等学校の管理職・教員を主な対象に「ジェンダーに気
づくこと」、「学校の中をジェンダーの視点で見直すこ
と」、「男女平等教育推進のための課題・方策研究」に
より実施し、男女平等意識を高める教育の推進を目的
としています。また、実践に結びつくセミナーとする
ために、講義・ワークショップ・討議・事例報告等多
様なプログラムになっています。
ヌエック2002・全国交流フェスティバル
10月25日ª～27日∂の間、「踏みだそう・わかち合
おう・広げよう －男女共同参画社会」をテーマとし
た「ヌエック2002・全国交流フェスティバル」を開催
します。
ジェンダー問題、高齢社会、環境等に関する日頃の
学習・活動報告、茶道・華道、七宝焼き、料理教室等
の実技体験、朗読・演奏等、さまざまな自由企画プロ
グラムが実施されます。また第１日目は、松本侑壬子
氏（ジャーナリスト）による映画を通して男女の生き
方を考えることを試みる講演が行われます。
詳しくは、事業課までお問い合わせください。
女性情報国際フォーラム
国際女性情報処理研修
10月12日º～13日∂にかけて、「女性情報国際フォ
ーラム」を開催します。「女性情報のグローバルなネ
ットワークをめざして －生活に根ざした情報から考え
る－」というテーマのもとに、健康、労働、学習の側
面から女性情報の課題を話し合うことを目的としてい
ます。上記「国際女性情報処理研修」の研修生も参加
します。参加申込方法、内容についてのお問い合わせ
は国際交流係まで。 ▲昨年度の国際フォーラム
▲昨年度の「交流の夕べ」から
▲昨年度の分科会討議から
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事業の実施報告
女性関連施設職員のためのセミナー
6月4日∏～7日ªの間「女性関連施設職員のためのセミナー」を開
催しました。本セミナーは、1977年の会館創設以来実施しており、女
性関連施設職員として、専門的・実践的な研修を通して資質向上を図
り、男女共同参画社会の形成をめざした生涯学習を促進することを目
的としています。26回目の今回は、就任2年未満の館長・職員131名
が参加しました。
プログラムは、講演「男女共同参画社会の形成に向けた女性政策の
現状と課題」、講義「女性に対する暴力」、館長フォーラム「女性関連
施設の管理・運営に関する評価」等今日的課題についての講義のほか、
「ジェンダーに敏感な視点を身につける」「女性を対象とした学習プ
ログラムの企画・立案」「男性を対象とした学習プログラムの企画・
立案」「相談事業」「女性情報」をテーマとした5つのワークショップ
など、課題解決に向けた専門的・実践的研修を内容としました。
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わいわい子育て広場 in ヌエック
男女共同参画学習推進フォーラム
富山市と富山市教育委員会の共催により、平成14年6月30日∂に富
山国際会議場で「男女共同参画学習推進フォーラム 2002 in とやま
素敵に人生、女
ひと
と男
ひと
」を開催しました。
午前の部「趣味人会議」では、「女と男で支えあう家庭や地域・職
場」「互いの趣味・活動を認め合い、心輝く男女共同参画社会」の2つ
のテーマでパネルディスカッションを行いました。
男女共同参画に関する川柳入選作品の発表やアトラクションをはさ
み、午後の部「フォーラム」では、慶応義塾大学助教授　向井万起男
氏が基調講演「君について行こう」を行いました。つづいてシンポジ
ウム「家庭や地域・職場での男女共同参画をどのように進めるか」で
は、具体的な男女共同参画のすすめ方について活発な意見交換を行い
ました。また、女性団体・グループの活動紹介のため設けられた、パ
ネル・作品展示や福祉施設による販売コーナーも盛況でした。
▲「趣味人会議」
▲川柳入選作品の発表
▲「子育て仲間」交流会第４分科会
\行政と手をつなごうa
▲木工クラフト
ストーン
ペインティング
ê
「おやèテリーの
親子英語」
6月29日º13：30から、子育てサークル交流支援研究協議会「わいわい
子育て広場 in ヌエック」を開催しました。今年度から新しく始まった事
業でしたが、713人というたくさんの方から参加申し込みをいただき、当
日は613人（うち、お子様216人）が参加しました。
今年度のテーマは、「今どきの子育てを考える －ひとりから仲間、そし
てネットワークへ－」で、5つの分科会に分かれて「子育てサークル」や
子育て支援の様々な問題について、活発な情報交換をしました。
その中で、第4分科会は、通信衛星を使ってヌエックと愛知県総合教育
センターを結び、2元中継で「エル・ネット」（教育情報衛星通信ネット
ワーク）により双方の会場の様子や意見交換などの模様を放映しました。
また、【子どものパート】では、「木工クラフト・スト－ンペインティン
グ」や「里山の自然体験」、「世界の料理体験」、「家族で茶道」
を行い、最後は、親子いっしょに楽しむ「おや？！テリーの親
子英語」がありました。
梅雨を吹き飛ばすような元気な声が、会館にこだました半日
でした。
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調査研究事業報告
「国立女性教育会館研究紀要」第7号（平成15年8月刊行予定、テーマ「雇用・福祉・ジェンダー」）の
刊行にあたり、ジェンダーの視点に立った生涯学習に関わる国際的、学際的研究ならびに実践的研究に関
する論文を募集します。
原稿は日本語、英語のいずれかで執筆するものとし、論題はテーマに関するものまたは自由論題のどち
らでもかまいません。原稿の提出締切は平成14年12月2日∑です。応募資格は問いません。投稿原稿の掲
載の可否は、紀要委員会において選考のうえ決定します。
女性学、男性学、ジェンダー研究、生涯学習等、さまざまな分野からの研究論文、研究ノートあるいは
日頃の実践活動の事例研究をお待ちしています。
お問い合わせおよび投稿規定・執筆要項の請求は、事業課「紀要担当」まで。
国立女性教育会館研究紀要第7号の投稿論文募集
女性の学習関心と学習行動に関する国際比較調査
「子育てサークル」とは子育て中の親たちが子どもを連れて
集まり、子ども同士遊ばせながら、学習や情報交換したり共同
で行事を実施したりするサークルのことです。
社会全体で子育て支援をしていくことが必要とされている現
在、子育てに多くの人たちが関わっていく「子育てサークル」
の動きが全国で活発になってきました。そして行政も子育てサ
ークルを支援しようとしています。
国立女性教育会館の実施した調査によると、子育てサークル
には多くのメリットがありますが（グラフ参照）、リーダーや役
職を担う人がいなかったり、サークルの運営や企画に悩んでい
たり、活動資金がなかったり様々な課題を抱えていることが明らかになりました。
子育てサークルで活動していた人たちが、自分の子どもが大きくなってからも子育て支援のために活動
する動きも見られるようになっています。こうした子育てサークルのリーダーや行政担当者、子どもの発
達に関わる専門家などとのネットワークの広がりによって、これからの子育てが豊かになっていくことが
期待されます。
子育てサークル
男女共同参画社会の形成に向けた生涯学習の振興ならびに女性のエンパワ
ーメントを推進することを狙いとして行っている「女性の学習関心と学習行
動に関する国際比較調査」は、平成13～15年度の3年間にノルウェー、韓国、
米国、日本の4か国を対象に実施します。
本年の3月には、ノルウェー、韓国、米国で現地調査を行い、7月11日∫～14
日∂にはヌエックに各国のカウンターパートとなる研究者を招へいし、これ
までの研究成果のまとめと今後の調査方法等について研究協議を重ねました。
相手国の一つのノルウェーは、ＧＥＭ（ジェンダーエンパワーメント指数：国連開発計画から毎年発表さ
れる男女平等がどの程度達成されているかを示す指標）が第１位を示している国です。そのノルウェーでは
「男女平等オンブッド」、「男女平等センター」、「キルデン」の3機関で調査を行いました。
「男女平等オンブッド」は、男女平等を進める上での苦情受付窓口、「男女平等センター」は、あらゆる
分野の男女平等を目指して情報提供・ＰＲを行う機関です。「キルデン」は、女性学・ジェンダー研究の情
報センターとして、大学や研究機関等の成果をインターネットで提供したり、雑誌を発行したり様々な方法
で情報を発信しています。
「男女平等が進んでいるノルウェーでもまだ解決していかなければならない課題がある、日本の女性は、
もっとはっきりと意見を言って行動すべきである。」と説明してくれる彼女たちの言葉はパワーに溢れてい
ました。
今後も各国で調査を重ね、どうしたら男女平等に近づくのか、その具体的な方策を探ってまいります。
他の子との関わり 
子どもの理解 
メンバーの理解 
興味・関心 
人とのつきあい 
子育てに自信 
■ あてはまる  ■ ややあてはまる  ■ あまりあてはまらない  ■ あてはまらない 
0% 20% 40% 60% 80% 100%サークル加入による 自分自身の変化 
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～ＷＩＮＥＴ情報がヌエックホームページからの発信に変わりました！～
女性教育情報センターからの情報
を中心に発行していた雑誌『ＷＩＮ
ＥＴ情報』は、9号（ 2002．3）を
もって終刊となり、より速い充実し
た情報発信をめざして、ホームペー
ジ上で提供することになりました。
これまでと同様、情報センターの活
動を中心に、ＷｉｎｅｔＣＡＳＳの
更新状況や使い方など、随時コンテ
ンツを追加していきますので、是非
ご覧ください。
こんなことを載せて欲しい、また
掲載情報についてのお問合せ等もど
んどんお寄せください。どうぞよろ
しくお願いいたします。
ＷＩＮＥＴ情報リニューアル
今年で第2回目となる男女共同参画週間（6
月23日∂～29日º）をご存じですか？
今年度、公募で決定した標語は「その力共に
生かそう参画社会」です。
ヌエックでは、この週間に因んで、男女共同
参画学習に関する資料を本館2階の女性教育情
報センターに展示しました。29日には「わいわ
い子育て広場 in ヌエック」を開催した研修棟に
会場を移し沢山の方達にご覧いただきました。
男女共同参画週間特別展示
～情報事業・相談事業データが追加されました～
ヌエックでは全国の女性／男女共同参画センター等の女性関連施設について毎年調査を
行い、データベースとして公開しています。今までは施設の名称や所在地などの基本的な
事項や情報センター等の有無を登録した『施設概要』と、各施設が行った事業を登録した
『実施事業』のデータのみでしたが、7月10日より、『情報事業』、『相談事業』データが追
加されました。女性関連施設の基礎データとして、また事業の企画等に是非ご活用くださ
い。現在2002年度のデータを調査中です。女性関連施設の皆様には、御協力よろしくお
願いいたします。
WinetCASS ─女性関連施設データベース更新
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こんな自主活動グループがありますé
ヌエックのボランティアは、各自の活動以外に独自にグループを組織し、自主的に活動をしてい
ます。今回は、自主グループを紹介しましょう。
∏ヌビック
ボランティアの活動分野を越えたネットワー
クを作ることを目的として作られ、ボランティ
ア同士の交流の機会を提供する活動。
πなごみグループ
主に主催事業や受け入れ事業に関わる者のグ
ループで、ヌエックのことを紹介する広報誌「よ
うこそヌエックへ」の作成を中心とする活動。
∫グループ あい
情報に関する活動を行うグループで、新着図書を紹介する「情報センターだより」やお勧
めの図書を紹介する「あんな本こんな本」の発行を中心とする活動。
ボランティアに注目して、会館内を歩くのも新しい発見がありますよ。
5月15日π「彩の国・文化の森連絡協議会」設立総会が開か
れました。
「彩の国・文化の森連絡協議会」は埼玉県西部及び北部地域
の学術・文化関連の施設が連携し、魅力ある施設として多くの
方々に利用されるよう、埼玉県観光振興室の支援を得て結成さ
れたものです。
メンバーは「埼玉県平和資料館」、「埼玉県立歴史資料館」、
「さいたま川の博物館」「宇宙開発事業団地球観測センター」、「埼玉伝統工芸会館」、「滑川エコミ
ュージアムセンター」、「東秩父村和紙の里」、「原爆の図丸木美術館」、そして「ヌエック国立女性教
育会館」の9施設です。
学術・文化施設は、生涯学習社会における中核的な役割を担い、地域の中で学習の場を提供する
魅力ある施設として、その重要性はますます高まってきています。また、学校教育は、これからの
社会を担う児童・生徒の豊かな心と生きる力の育成を図るため、開かれた学校づくりやゆとりある
教育など、学校と社会との連携の重要性が叫ばれております。そして、この4月から学校週5日制
がスタートし、その土・日の活動の場としても、ますます学術・文化施設の役割が高まってきています。
これから各機関が相互に連携するとともに、学校や公民館、また観光関係者等とも協力しあい、
サービスの向上や広報活動のための事業を実施し、積極的な情報発信を行って、広く利用者のニー
ズに応えていきたいと考えております。
彩の国・文化の森連絡協議会発足
▲見学案内
海外の方への
▼ 茶道の実技を提供
▲ 彩の国・文化の森連絡協議会の各施設長
6月3日∑～28日ªの4週間、文部科学省の2階掲示板（正面
階段右側）にヌエックの活動を紹介するパネル展示など広報活動
を行いました。
これは，男女共同参画週間（6月23日∂～29日º）に合わせて、
文部科学省を訪れる方達にヌエックを知っていただくとともに、
ヌエックを活用していただき、男女共同参画社会の形成を目指そうと企画したものです。
パネル展示の外にパンフレット、利用案内（利用申込書）等の配布、また広報ビデオ「ヌエック
へ行こう」のリピート放映を行いました。
ＰＲ期間の後半には、用意したパンフレット等も底をつき補充が必要になるなど、「ヌエック」と
男女共同参画社会の形成に対する関心の高さが伺われました。
文部科学省でヌエックのＰＲ
－8－
●寄附金受け入れの報告
ヌエックではより充実した業務遂行のための経費に充てるため、寄附金を含む外部資金を受け入れております。
今後とも、会館は職員一丸となって、事業の充実、運営の改善及びサービスの向上に努めてまいりますので、会館に皆様
方の暖かい御篤志を賜りますよう何とぞよろしくお願い申し上げます。
●主な利用団体（平成14年5月～7月）
５月
18日
22日～25日
27日
28日～29日
30日～31日
６月
11日～12日
13日～16日
13日
16日～21日
20日～21日
22日
23日
26日
27日
30日～7月5日
７月
10日
22日～27日
22日～24日
●展示コーナー
「社会に参画するために」
女性が社会参画しようとする時に政策決定の場
へ、行政へ、地域活動へとさまざまな形態があり
ますが、それを支える制度や実際の活動状況等を
知り、男女共同参画社会への理解を深める資料を
一階エントランスホールに展示中ですので、是非
ご覧ください。
＊展示資料例
「社会参画する力をつける学習：調査活動を中心に」
「女性が活躍する地域社会」
「女たちの模索の時代：山梨県下の政治参画」ほか
※女性教育情報センター夜間開室
平成14年7月19日ª～11月30日ºの金・土
曜日午後9時まで開室時間を延長します。是非
ご利用ください。
７月
全埼玉私立幼稚園連合会西部ブロック新規採用教員研修
財団法人　日本キリスト教婦人矯風会
平成14年度埼玉県市町村教育委員会委員長研究協議会
平成14年度初任者研修前期宿泊研修
平成14年度全国社会教育主事研究協議会
平成14年度小・中・高初任者研修
社団法人　国際婦人教育振興会
嵐山町立菅谷中学校校内合唱祭
平成14年度教職員管理主事等研修講座
大阪市立男女共同参画センター
全埼玉私立幼稚園連合会西部ブロック新規採用教員研修
嵐山町町を語るつどい
嵐山町菅谷班小・中学校音楽会
第2回埼玉県市町村教育委員会事務局職員研究協議会
平成14年度教職員管理主事等研修講座
第7回嵐山町子ども音楽祭
第38回地方自治体女性管理監督者研修会
大妻女子大学嵐山高校
編 集 後 記
b 6月の下旬、日本庭園の池にミシシッピアカミミガメが現れました。カメはつ
がいで庭園に卵を十数個産みました（上の写真をご覧下さい）。
アメリカ大陸に広く分布し、眼の後ろの赤い斑点が特徴のこのカメの仔ガメ時
代は、ミドリガメと呼ばれ大変人気があり、多数輸入されてペットショップや夜
店などで売られています。しかし、成長すると30㎝ほどになり、飼いきれなくな
った個体が各地で逃げたり放されたりして野生化して増え、日本在来のカメを脅
かしています。
ヌエックのカメもどこからやってきたのか不明ですが、これからは、池の主と
なるよう長生きしてもらいたいと思っています。
b 前号でもお知らせしましたが、毎日新聞のホームページの女性サイト「カモミ
ール」から行政関連情報としてヌエックの最新情報（毎週更新）を発信していま
す(http://www.mainichi.co.jp/women/action/box/kanren/nwec/)。 是非
アクセスの上，御意見をお寄せいただければ幸いです。
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